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 9：00 ～ 17：00  （土・日曜・祝祭日 休局） 

■■■ 例会プログラム ■■■   

例 会 日 卓 話 者 演 題 

7 月 30 日 第4 グループ G 補佐  岸 篤彦 様  

8 月 7 日 出雲ロイヤルホテル  18：30～ ５RC 合同例会 

8 月 13 日 休  会  

8 月 20 日 割烹温泉 ゆらり  18：30～ 納涼例会 

■■■ 出席報告 ■■■  

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前々回補正出席率

45 34 11 (3)  80.95 % 73.81 % 

■■■ 欠席者 ■■■  

飯塚俊／大島治／加藤昇／園山／園／山口／曽田／原泰  

（山根／牧野／木村） 

■■■ 来訪者 ■■■   

 岸 篤彦ガバナー補佐・平田誠二グループ幹事（出雲中央） 

■■■ メークアップ ■■■    

7/14 大谷厚 （松江しんじ湖)  7/27 大谷厚 （松江南) 

7/25 河原・清原・田中浩・内田・飯塚大・飯塚詔・加藤喜・黒田・ 

大島治・大島卓・曽田・杉原・高砂・田中久・石原輝・福田・

佐々木 （献血） 
************************************************************ 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（ 8 月 20 日 ） 原 泰久／杉原朋之／高砂明弘 

（ 8 月 27 日 ） 小汀泰之／田中浩史／恒松克己 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■   

月 出雲中央  8/3  8/17(休) 松江南  8/3  8/17  8/31

火 出雲 8/4 8/11(休)  12/29(休)  
松江しんじ湖  8/11  8/25 

9/1 

水 大社 8/5 8/12(休) 8/19 8/26 松江  8/12  8/26      

木  松江東 8/13  8/27  9/24

金 出雲南  8/7  8/14(休)  8/21  

■■■ 会長挨拶 ■■■  

人は生まれてから作られて行く 

人間はどんな時代に生まれたかによって作られて行く。戦国の時代に生き

た人、平和なゆたかな時代に生まれた人、その作られて行く余地が大きく

違う。人の心はどのようにして発達して行くのか、人の性格はどうして作ら

れて行くのか？人も、犬も、猫も、その他の生きものも、同じような生きも

のに違いない。しかし、人間ははるかに大きなものがあると思う。 

人は生まれてから後に作られて行く。 

頭脳的余地が非常に大きいのでは？と思う。生まれつきの本能、もって生

まれた遺伝と云うもの、それとは別に後からつくられる面が大変に大きい。

日本語を私どもは何不自由なく使っているが、日本と云う国に生まれ、周

りで話される言葉をいつも聞き、習って覚えている。 

途中から勉強する外国語がいかに難しいものであるか、幼い時に身につ

いたものが大変に大きいことに気付き、更に後から作られる余地も広くあ

るから、他の生きものは及びもつかない。 

時の移り変わりは激しく、人間の環境も変化して、昔の大きな家族が少

なくなり、核家族化して来ている。その現状で、祖父母の存在が大事な

役割を示す。幼い子供には有り余る考える余地がある。 

ある本に、おじいさんの家に孫が遊びに行き｢おじいちゃん、ぼくね、子犬を

拾ったけどかくしているの。でもね、夜になるとクンクン泣いて困っているん

だ！｣と。少し考えたおじいさんは「そうだなぁ・・・、毛布の中に小さな時計

を入れてやってごらん、きっと泣き止むよ」と云われ、不思議に思いながら

やってみたら、ほんとうに泣くのをやめ、スヤスヤ眠っていたそうだ。 

この子は成長したときも、このことが忘れることの出来ない出来事として

｢物知りなおじいさん｣を｢誇り｣と語ったそうだ。この子の心の成長を感じる。 

怒ることなく教え育てる。きっとおじいさんは医者である。よく考えてみれば、

子供を抱く時、母親は左手で必ずささえる。心臓の音を心地よく聞き、子

供は安らかに眠る。これがヒントではないかと思う。 

将来を約束されるゆたかな余地のはじまりのように感じる。 

■■■ 幹事報告 ■■■   

１．ロータリーの友事務所より「友」誌表紙写真募集のご案内(再募集) 

１２～３月号、５月号 

応募ご希望の方、事務局まで 

２．会費の引落 ８／５  ５４,０００円 （7・8・9 月分） 

３．平田まつり実行委員会より 

まつり協力のお礼状をいただきました。 

４．倉敷水島ロータリークラブより、創立２５周年記念DVD を頂きました。 

ご覧になります方、事務局まで 

５．地区大会出欠表の回覧（２回目） 

１０／３(土)～４(日)  ４日の本会議 ： 会場 岡山ドーム 

参加ご検討中の方、是非お出かけ下さい。  

■■■ 委員会報告 ■■■ 

社会奉仕委員会 ： 献血運動の報告 

プログラム委員会 ： 8～12 月の例会行事予定紹介 

出席・親睦委員会 ： 納涼例会（家族同伴）のご案内 

■■■ スマイル ■■■  

岸ガバナー補佐・平田グループ幹事 （出雲中央）  

（一年間皆さんにお世話になります。一生懸命務めさせて頂きま

すのでよろしくお願い致します。） 

河原・内田・大谷厚 （岸ガバナー補佐、ようこそおいでくださいました。） 

槇野・黒田・小汀 （岸ガバナー補佐、平田グループ幹事様のご来訪を

心より歓迎申し上げます。） 

清原・恒松・持田稔 

 （岸篤彦ガバナー補佐様、平田誠二グループ幹事様、ようこそ 

お越し下さいました。本年度宜しくお願いします。） 

大島卓 （岸 G 補佐ご苦労さまです。よろしくお願い致します。 

一句 ： 「 ガバナーの 来訪よりも 気をつかい 」 ） 

高砂 （岸ガバナー補佐様、平田グループ幹事様、第 4 グループのリーダ

ーとして、今年度のご活躍お祈りいたします。) 

田中浩 （岸ガバナー補佐、平田グループ幹事、平田クラブへようこそおい

でいただきました。共にお久し振りです。本日はよろしくお願い致

します。） 

來間  （岸ガバナー補佐さん、平田グループ幹事さん、ようこそ平田へい

らっしゃいました。本日はどうぞよろしくお願い致します。） 

飯塚大 （岸篤彦 G 補佐様、ようこそいらっしゃいました。 

１泊２日の夏休み子ども体験道場、堀江会員のお子様ご参加

ありがとうございました。） 

 



佐々木 （岸ガバナー補佐様、平田グループ幹事様、１年間よろしくお願

いします。  献血には多数のご参加ありがとうございました。） 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■   

第２６９０地区 第4 グループガバナー補佐  岸 篤彦 様 

平田ロータリークラブへの訪問は、ガバナー補佐

として３箇所目です。 

本年度のラビンドランＲＩ会長は1月の国際協議

会で、ＲＩテーマを「Be a gift to the world（世界

へのプレゼントになろう）」と発表されました。ＲＩ

会長ご自身のメッセージの中で、苦しんでいる人

から目を背けずに、その苦しみを和らげてあげましょう。同情の言葉をかけ

るだけではなく、実際に何かしてあげましょう。社会から享受するだけでなく、

社会に貢献しましょうとＲＩテーマの意義について述べておられます。ロータリ

ーの友7月号では「ペイ・フォワード」=恩送り=という記事も載っております。

ラビンドランＲＩ会長は、恩返しをする唯一の方法は、誰かを助けることで

あり、助けてあげた人に、「どうお返しをすればよいか」と尋ねられたら「他の

人を助けてあげて下さい」と答えますと述べておられるそうです。この様に、

ラビンドランＲＩ会長にとって「ペイ・フォワード」=恩送り、恩返しはＲＩ会長ご

自身の生き方そのものの様であります。 

私はＲＩテーマについてのお話や解説から、本年度のＲＩテーマは、恩返

しの気持、ほんの少しの自己犠牲的な気持、良い意味でのおせっかいな

気持を皆さんもってみませんかということではないかと考えております。 

佐藤ガバナーは、このＲＩテーマを実践していくためには、個々のロータリ

ーメンバーが、GIFT になろうとすること、言葉を変えて申しますと「恩返し」

をしていこうとすることに対し、愛情と熱意を持つことがとても大切ではない

かと述べられております。そのためには何よりも「クラブを活性化させる」こと

が大切だと言われております。そして、クラブ活性化のためには、会員の皆

様が、ロータリー活動に積極的に参加されることであり、奉仕を実践される

ことであり、その中で、会員の相互理解が進み、ロータリーを楽しみ、ロー

タリーの良さを実感され、ロータリーを好きになっていって頂きたい。そして、

皆様が、１年を振り返ってみられた時、「よいロータリー年度」だったと、いつ

までも記憶に残る年度にして頂きたいと述べられて、合言葉として「Enjoy 

Rotary」を提唱されております。 

河原会長、清原幹事をはじめ、各委員長・会員の皆様が河原会長の

クラブテーマ「自ら手をさしのべる心がまえ」また「エンジョイ・ロータリー」のも

と、心を一つにしてロ－タリーを楽しんで頂き、「いい１年だったネ」と思い続

けることの出来る年度にして頂きたいと願っております。 

ラビンドラン会長ご夫妻、渡部好政元ＲＩ理事、佐藤ガバナーからソウ

ル国際大会へのお誘いメッセージが届いておりますので、ご紹介します。 

最後になりますが、本年度は２月にＩＭの開催が予定されております。

今後も機会をみて、例会にお邪魔させていただくことがございます。その折

には、お願い事ばかりすることになろうかと思っておりますが、皆様方のご理

解とご協力いただきます中で、何とかガバナー補佐の役目を全うすることが

出来ればと願っているところでございます。この 1 年、引き続きお力添え頂

きますことを、お願い申し上げまして、私からのご挨拶とさせて頂きます。 

■■■ 岸ガバナー補佐 クラブ協議会 ■■■   

例会に続いて、クラブ協議会が開催されました。平田ロータリークラブの行

動計画を会長、幹事、各委員長から岸ガバナー補佐に説明しました。 

 

 

■■■ 平田まつり協賛 献血運動 ■■■   

７／２５（土）    於） 平田まつり会場 

申込者 ３９名。 うち 献血者 ３４名 

 

 


